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【最新の知識・キャリア形成支援】
■IEEE Member Digital Library（IEEE Xploreへのアクセス）

■IEEE Societies

■IEEE Spectrumマガジン

■IEEE Women in Engineering

■Proceedings of the IEEE

■ボランティア参加

■e ラーニング・ライブラリ（無料プログラム有）

■資格認定試験

　ソフトウェア技術者資格認定（IEEEコンピュータ・ソサィエティ）

　Wireless Communication Engineering Technology Certification 

　Georgia Tech - IEEE｠Business Leader Development 
　Certificate Program

【ネットワーキング】
■IEEE Collabratec™ Premium Services

　IEEE Member Directory による他のメンバーとのネットワーク

　構築やメンバーズオンリー・コミュニティへの参加、またメンター

　サービスの利用ができます。

■オンライン・コミュニティへの参加

■国内のセクションおよびチャプター活動への参加

■Young Professionals (YP)プログラム

■GoogleApps@IEEE

【無　料】
■@ieee.orgの個人メールアドレス（UCE/スパム・フィルター付）

■e-Book Classics

■キャリア・アラート

■キャリア・ウェビナー

■The Institute ニュースレター

【学生向け特典】
■IEEE Potentialsマガジン

■奨学金・アウォード

■コンペティション

■Student Branchへの参加

【ディスカウント】
■IEEEソサィエティへの参加

■IEEE国際会議への参加

■IEEE Continuing Education Providers Program

■IEEE出版物

■Wiley-IEEEプレス

■提携国内学会への入会

■レンタカー・サービス

■生命保険（Clements Worldwide Life Insurance）

【生涯教育】
■IEEE.tv

■IEEE Continuing Education Providers Program

■IEEE Mentor Centre

■MOOCs

IEEE メンバーシップの特典

プロフェッショナル メンバー

Full year
（1月1日～12月31日）

Half Year
（7月1日～12月31日）

学生 メンバー

$27

$13.50

2021年
メンバーシップ料金

$158

$79

IEEEメンバーシップへの入会は下記URLからオンラインでお申込みいただけます。
https://www.ieee.org/membership/join/index.html  

※ お支払いはIEEEジャパン・オフィスへの円建て銀行振込も承ります。

IEEE会員の生の声

研究者・技術者としてのIEEEのメリットや

具体的な活用方法など、IEEEのさまざまな

分野・コミュニティで活躍されている会員の

生の声をインタビュー動画でご覧ください。

https://jp.ieee.org
https://www.ieee.org/membership/join/index.html
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IEEE 組織　＆　普及

メンバーの地域分布

メンバー数上位５ヶ国

メンバーの業界分布

IEEEを利用する企業／団体の数

 世界中の工業大学トップ100校中97校

半導体企業トップトップ30社中29社

通信サービス企業トップ10社中8社

航空宇宙会関連企業トップ10社中9社

コンピューターサービス企業トップ15社中14社

Sources: 2019 Forbes Global 2000; US News and World Report, 
Top Engineering Graduate Schools of 2020, ranked in 2019;
Times Higher Education, Subject Ranking 2018–19: Engineering & Technology

特許とIEEE文献引用数

 IEEE発行の雑誌および会議録は信頼のおける文献として、
北米特許における引用数は競合出版社トップ5機関で最多

IEEE組織図

https://www.ieee.org/membership/join/index.html
お問合せ

 IEEE ジャパン・オフィス（03-3408-3118 / ieee-japan@ieee.org）
https://jp.ieee.org

インダストリー

アカデミア

政府機関

自営業

退職者

無職

その他

米　国

インド、中国、日本、
　他環太平洋地域

ヨーロッパ、
中東、
アフリカ

カナダ
ラテンアメリカ

* YP：Young Professionals / WIE：Women in Engineering / 
  LM: Life Member

　　

※ 日本国内には 9つ（札幌/仙台/東京/信越/名古屋/
関西/広島/四国/福岡）のセクションがあります。
各セクションの連携を図る役目としてIEEE ジャパン・
カウンシル があります。

　　

米　国
172,183

インド
52,889

カナダ
16,866

中　国
26,900

日　本
14,232

IEEE (580,807)

50,0000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 400,000 450,000 500,000 550,000 600,000

（＊学生メンバー含）

Copyright© 2020, 1790 Analytics, LLC
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様々な取り組み

　IEEE Collabratec™

https://ieee-collabratec.ieee.org/

　IEEE.tv

https://ieeetv.ieee.org/

　IEEE TryEngineering

http://tryengineering.org/

IEEE Collabratec® は技術者がグループを作り、ネット
ワークキングや共同作業、また創作活動をする時の中心的
ハブとなるよう統合されたオンラインコミュニティです。
グループでのファイル共有やリアルタイムディスカッション
が可能なだけでなく、IEEEメンバーシップ証明書の取得、
IEEE会員ディレクトリへのアクセス、ライブラリや求人情報
およびメンタープログラムなど、様々な機能を利用できます。
IEEE Collabratec® は会員、非会員を問わずご利用になれ
ます。

IEEEでは大学入学前のSTEM（Science, Technology, 
Engineering and Mathematics）教育に向けた実習型
教育支援ツールを無償で提供しています。レッスンプランは
100件を超え、年齢に応じて選ぶことができます。メーリン
グリストへの登録でSTEM教育に関する最新情報をお届け
します。

日本国内のボランティア会員の協働により、IEEEの活動や
新しい技術分野について、日本語でわかりやすくお伝えす
る無料ウェビナー・プログラムです。社会人・大学院生・大学
生のほか、中学生・高校生にも関心を持っていただける内容
です。各プログラムはオンデマンドでも視聴できます。

IEEE.tvはIEEE会員の協力で作られた、インターネットを利
用するTVネットワークです。IEEEの会員や一般の方々に向
けて、IEEEの各専門分野および自然エネルギー発電、生物
医工学、エレクトロニクス製品など、テクノロジーやIEEEの
イベントについての旬のトピックの情報を高解像度ビデオや
ライブ・ストリーミングでお届けします。ビデオには日本語字
幕が表示できるものもあります。

IEEE Japan Channel
IEEEの共通言語は英語になりますが、国内のIEEE会員ボランテ
ィアによって制作された日本語のIEEE.tvチャンネルです。IEEE
の様々な活動で活躍する会員の率直な声をご視聴ください。
https://ieeetv.ieee.org/channels/ieee-japan 

　IEEE Engineer Spotlight ‒ Japan

https://www.ieee-jp.org/japancouncil/affinitygroup/R10_Spotlight/

第一回
IEEE エンジニア·スポットライト
「インターネットとIEEE 」
西原明法先生ご講演より

IEEE エンジニア·スポットライト

https://ieee-collabratec.ieee.org/
https://ieeetv.ieee.org/
https://ieeetv.ieee.org/channels/ieee-japan
https://www.ieee-jp.org/japancouncil/affinitygroup/R10_Spotlight/
http://tryengineering.org/
https://jp.ieee.org
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IEEEでは今最も重要で新しい技術分野について既存の各ソサィエティの専門分野を越えて会員コミュニティを
作り、将来実用化が期待されている先端技術へのリソースを提供しています。例えば、IEEE 5G には13のIEEE 
ソサィエティがその枠を越えて参加しています。
それぞれのコミュニティにはWebポータルがあり、関連する国際会議、最新ニュース、出版物、教育活動、標準規格
（スタンダード）、ウェビナー等様々な情報を提供しています。各コミュニティのスポンサーソサィエティの会員は無
料で参加できます（IEEE会員および非会員は有料）。

Graduated Initiatives 
これらはIEEE Future Directions におけるライフサイクルを経て成熟化した取り組みです。

これらのコミュニティにもそれぞれWebポータルがあり情報発信しているほか、IEEE 会員は無料で参加できます。

IEEE Future Directions Committeeでは最先端技術に関する更なる取り組みについてインキュベーターの皆様
からのご提案をお待ちしています。

https://www.ieee.org/about/technologies.html 

https://jp.ieee.org
https://www.ieee.org/about/technologies.html
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IEEEスタンダード・アソシエイション
（IEEE Standards Association ‒ IEEE-SA）について

標準化を行うことにより、私たちの生活や仕事、コミュニケーションなどにおける様式を変えるような様々な製品や
サービスの機能性や相互運用性が高まります。IEEE-SAはIEEE組織の一部門で、IEEEにおける標準化活動を
行います。
IEEEの標準化プロセスは公開されており、参加者に対して手続きの正当性、開放性、コンセンサス、バランス、
そして審判請求権を守ることにより、常に公平で民主的な手段で達成されます。
現在IEEEでは1200件以上のスタンダードが実用化され、650件以上が開発中です。

IEEE会員であることとIEEE-SA会員であることは異なります。IEEE会員になれるのは個人のみである一方、
IEEE-SA会員は個人でも団体でもなれます。IEEE-SAのメンバーシップは、その会員がIEEEでの標準化作業に
参加することを前提としています。

 

  

生活に溶け込むIEEEスタンダード

スマートグリッド
IEEE 1675
IEEE 1775
IEEE 2030
IEEE P2030.1
IEEE 1901
IEEE 1901.2

スマートグリッド
IEEE 1547 シリーズ
IEEE 2030

モバイル・ビデオ　IEEE P2200

モバイル・ビデオ
IEEE P2200
IEEE 802.11

3Dビデオ
IEEE P3333

ネットワーキング
IEEE 802
IEEE 1901
IEEE P1901.2
IEEE 1815

スマートメーター
IEEE P1377
IEEE 1701
IEEE 1702
IEEE P1703
IEEE P1704
IEEE P1705

ネットワーキング
IEEE 802
IEEE 1901
IEEE P1901.2
IEEE P1905.1

EVスタンダード（充電・通信）
IEEE 802 シリーズ
IEEE 1901
IEEE P1901.2
IEEE 1609 シリーズ
IEEE 2030
IEEE 2030.1

リアルタイム・モバイル・ビデオ
IEEE P１９０７．１

https://standards.ieee.org/ 

https://standards.ieee.org/
https://jp.ieee.org
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IEEE の標準化

IEEEで標準化したい案件があれば、アイデアの段階では大雑把なものでも具体的なものでも構いません。
ただ、標準化を進めるには一個人ではなくグループの協力と同意が必要となります。IEEE-SAで標準化プロジェ
クトを開始するには、その提案者はまずPAR（Project Application Request）をそのプロジェクトを組織的
に担当する Standards Committee に提出する必要があります。PARが認可されると Standards Com-
mittee はその標準化したい案件に責任を持ち、技術的な監督を行います。Standards Committee は通常は
IEEEのソサィエティが務め、提案したい標準化プロジェクトの分野や領域によって複数のソサイエティや
IEEE-SAそのものが務めることもあります。IEEE-SAは Standards Committee に適当なソサイエティを決
めるお手伝いもします。

PARを Standards Committee の審査にかなうものにしたい人たちは、集まってPAR提出前に議論を重ね
たいかもしれません。その集まりをスタディ・グループ（SG）と呼び、このグループがPAR承認後に実際に標準
化の議論を重ねるワーキング・グループ（WG）に発展することもあります。

IEEEの標準化活動には2つのカテゴリーがあります。ひとつはIEEE-SAの個人会員および非会員（個人）
がWGに参加して議論を重ねて開発に至るもの（Individual Project）です。もう一方はIEEE-SAの団体会員に
よって議論と開発がされるもの（Entity Project）です。団体会員には企業、教育機関および政府機関などがな
れます。団体会員はIEEE-SAにおけるいずれの Entity Project にも参加でき、それらのWG情報は団体会員
のみに開示されます。IEEEで標準化をしたい案件がある場合、それを Individual Project としたいか Entity 
Project にしたいかはPAR提出の際に示し、決定するのは Standards Committee となります。Individu-
al Project のWGの議論にはIEEE会員でも、IEEE、IEEE-SAいずれの非会員でも参加することができます。

WGでの議論がある程度進んだ段階で、Standards Committee はそのスタンダードに関心がある個人ある
いは団体によって構成されるバロット・グループを設け、議論されてきた主な仕様の可否を決める投票（バロッ
ト）が行われます。議論中の仕様にはどなたでもコメントすることができますが、バロットには一定の資格を
有するWG参加者やIEEE-SA会員および一回限りの投票権を購入した方が参加でき、それぞれが一票（賛成、
反対あるいは棄権）を投票します。

バロット・グループの設置に際して最も需要なことは、バランスになります。バロットに際しては、それが特定の
グループや企業の利益に資するものであってはなりません。このため、バロット・グループの人選は、WGに関
わっていたというだけでなく、利用者や生産者などの様々な観点から投票できるよう進められます。75%以上
の投票参加者から75%以上の賛成を集められれば、そのスタンダードはIEEE-SA理事会で承認の運びとなり、
発効します。

アイデア

PAR提出

プロジェクト承認 WGでの議論 ドラフト作成 バロット 理事会承認 スタンダード
として出版

見直し あるいは停止

IEEE-SA における標準化の流れ

https://jp.ieee.org
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IEEEでは今最も重要で新しい技術分野について既存の各ソサィエティの専門分野を越えて会員コミュニティを
作り、将来実用化が期待されている先端技術へのリソースを提供しています。例えば、IEEE 5G には13のIEEE 
ソサィエティがその枠を越えて参加しています。
それぞれのコミュニティにはWebポータルがあり、関連する国際会議、最新ニュース、出版物、教育活動、標準規格
（スタンダード）、ウェビナー等様々な情報を提供しています。各コミュニティのスポンサーソサィエティの会員は無
料で参加できます（IEEE会員および非会員は有料）。

Graduated Initiatives 
これらはIEEE Future Directions におけるライフサイクルを経て成熟化した取り組みです。

これらのコミュニティにもそれぞれWebポータルがあり情報発信しているほか、IEEE 会員は無料で参加できます。

IEEE Future Directions Committeeでは最先端技術に関する更なる取り組みについてインキュベーターの皆様
からのご提案をお待ちしています。

https://www.ieee.org/about/technologies.html 

https://jp.ieee.org
https://www.ieee.org/about/technologies.html
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IEEEスタンダード・アソシエイション
（IEEE Standards Association ‒ IEEE-SA）について

標準化を行うことにより、私たちの生活や仕事、コミュニケーションなどにおける様式を変えるような様々な製品や
サービスの機能性や相互運用性が高まります。IEEE-SAはIEEE組織の一部門で、IEEEにおける標準化活動を
行います。
IEEEの標準化プロセスは公開されており、参加者に対して手続きの正当性、開放性、コンセンサス、バランス、
そして審判請求権を守ることにより、常に公平で民主的な手段で達成されます。
現在IEEEでは1200件以上のスタンダードが実用化され、650件以上が開発中です。

IEEE会員であることとIEEE-SA会員であることは異なります。IEEE会員になれるのは個人のみである一方、
IEEE-SA会員は個人でも団体でもなれます。IEEE-SAのメンバーシップは、その会員がIEEEでの標準化作業に
参加することを前提としています。

 

  

生活に溶け込むIEEEスタンダード

スマートグリッド
IEEE 1675
IEEE 1775
IEEE 2030
IEEE P2030.1
IEEE 1901
IEEE 1901.2

スマートグリッド
IEEE 1547 シリーズ
IEEE 2030

モバイル・ビデオ　IEEE P2200

モバイル・ビデオ
IEEE P2200
IEEE 802.11

3Dビデオ
IEEE P3333

ネットワーキング
IEEE 802
IEEE 1901
IEEE P1901.2
IEEE 1815

スマートメーター
IEEE P1377
IEEE 1701
IEEE 1702
IEEE P1703
IEEE P1704
IEEE P1705

ネットワーキング
IEEE 802
IEEE 1901
IEEE P1901.2
IEEE P1905.1

EVスタンダード（充電・通信）
IEEE 802 シリーズ
IEEE 1901
IEEE P1901.2
IEEE 1609 シリーズ
IEEE 2030
IEEE 2030.1

リアルタイム・モバイル・ビデオ
IEEE P１９０７．１

https://standards.ieee.org/ 
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IEEE の標準化

IEEEで標準化したい案件があれば、アイデアの段階では大雑把なものでも具体的なものでも構いません。
ただ、標準化を進めるには一個人ではなくグループの協力と同意が必要となります。IEEE-SAで標準化プロジェ
クトを開始するには、その提案者はまずPAR（Project Application Request）をそのプロジェクトを組織的
に担当する Standards Committee に提出する必要があります。PARが認可されると Standards Com-
mittee はその標準化したい案件に責任を持ち、技術的な監督を行います。Standards Committee は通常は
IEEEのソサィエティが務め、提案したい標準化プロジェクトの分野や領域によって複数のソサイエティや
IEEE-SAそのものが務めることもあります。IEEE-SAは Standards Committee に適当なソサイエティを決
めるお手伝いもします。

PARを Standards Committee の審査にかなうものにしたい人たちは、集まってPAR提出前に議論を重ね
たいかもしれません。その集まりをスタディ・グループ（SG）と呼び、このグループがPAR承認後に実際に標準
化の議論を重ねるワーキング・グループ（WG）に発展することもあります。

IEEEの標準化活動には2つのカテゴリーがあります。ひとつはIEEE-SAの個人会員および非会員（個人）
がWGに参加して議論を重ねて開発に至るもの（Individual Project）です。もう一方はIEEE-SAの団体会員に
よって議論と開発がされるもの（Entity Project）です。団体会員には企業、教育機関および政府機関などがな
れます。団体会員はIEEE-SAにおけるいずれの Entity Project にも参加でき、それらのWG情報は団体会員
のみに開示されます。IEEEで標準化をしたい案件がある場合、それを Individual Project としたいか Entity 
Project にしたいかはPAR提出の際に示し、決定するのは Standards Committee となります。Individu-
al Project のWGの議論にはIEEE会員でも、IEEE、IEEE-SAいずれの非会員でも参加することができます。

WGでの議論がある程度進んだ段階で、Standards Committee はそのスタンダードに関心がある個人ある
いは団体によって構成されるバロット・グループを設け、議論されてきた主な仕様の可否を決める投票（バロッ
ト）が行われます。議論中の仕様にはどなたでもコメントすることができますが、バロットには一定の資格を
有するWG参加者やIEEE-SA会員および一回限りの投票権を購入した方が参加でき、それぞれが一票（賛成、
反対あるいは棄権）を投票します。

バロット・グループの設置に際して最も需要なことは、バランスになります。バロットに際しては、それが特定の
グループや企業の利益に資するものであってはなりません。このため、バロット・グループの人選は、WGに関
わっていたというだけでなく、利用者や生産者などの様々な観点から投票できるよう進められます。75%以上
の投票参加者から75%以上の賛成を集められれば、そのスタンダードはIEEE-SA理事会で承認の運びとなり、
発効します。

アイデア

PAR提出

プロジェクト承認 WGでの議論 ドラフト作成 バロット 理事会承認 スタンダード
として出版

見直し あるいは停止

IEEE-SA における標準化の流れ

https://jp.ieee.org



